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　第 58 回全日本医師剣道大会は 2025 年 6 月
14 日～ 15 日、札幌の北ガスアリーナで開催さ
れました。今回は 154 人の医師が参加し常日
頃の錬磨の成果を競い合いました。沖縄から友
愛医療センター整形外科の永山盛隆先生と私の
参加でした。大会会長は池澤清豪先生で現在、
医師で数少ない剣道八段です。剣道八段は全国
から七段取得後 10 年を経過した方々が参加し
て年 3 回～ 4 回全国審査が行われます。合格率
が 1% 以下で日本の試験で最も難しい試験と言
われています。プロの警察官やセミプロの体育
大学卒の教員の方も受験しますが、なかなか合
格できません。沖縄県では前県警師範の田場典
宣先生が合格されて以来、何十年も合格者がい
ません。池澤会長は落ちる度に稽古量を増やし、
週 10 回以上の稽古を行い、2022 年 69 歳で 9
回目の受験で合格されました。努力の人です。
　私は 2 年前に中等度～高度の心不全と診断
されました。主治医に「運動は軽い散歩程度に
してくださいね？」と言われ稽古を継続できな
いと落ち込みました。しかし、秋元循環器部長
による治療で徐々に状態が改善し、週一回、30
分程度の稽古ができるようになってきました。 

一年以上も防具をつけての稽古ができず、不安
でしたが池澤会長とは同年代で何十年にわたり
試合や稽古をして来た仲なので是非参加したい
と決断しました。
　6 月 14 日は AM6：00 ～ 7：30、朝稽古があ
りました。そこで、前札幌剣道連盟会長の範士
八段山城宏惟先生にお会いしました。山城先生
は那覇高校卒で国士館大学に進学され、卒業後
に札幌で教員となりました。その後、北海道の
剣道界に大きく寄与された方です。息のあがる
稽古をつけて頂きました。沖縄出身の先生が北
海道で活躍されている事を知り、大変誇らしく
思いました。
　今大会は台湾チームも参加していました。台
湾医師剣道連盟と沖縄医師剣道連盟は 1 年お
きに台湾と沖縄で交互に稽古会を開催していま
す。陳会長以下台湾の先生方と再会を喜び今大
会の健闘を誓いあいました。（写真 1）
　1 日目の午前中は年代別の個人戦がありまし
た。私は 70 歳代の部に出場しました。「ケガを
しないで帰るために、気合いだけは大きくだし
て、見事相手に打たれよう。」と自分に言い聞か
せました。一回戦は前年 70 歳代の優勝者で茨城
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の椛島悌蔵七段でした。身長も 180cm 台と長身
で相面だと全くこちらの竹刀が届きません。「は
じめ」の号令がかかり、竹刀が触れない距離で
気合いをかけました。お互いにジリジリと間を詰
めて、竹刀の先端が交差する距離まできました。
その短い時間で「見事に相手に打たれよう」と
いう考えは消えてしまい「強敵から何とか一本
とれないか？」という気持ちになっていました。

「俺は鉄平」の心境でした。相手は 80% の確率
で面を打ってくる。私の勝機はほんの少しコン
マ何秒か早く相手の動こうとする出端に籠手を
打つしかないと考えました。間合いがさらに詰
まってきた瞬間にほんの少し、身体を動かすと
相手が面にくる気配がしました。その動こうと
する瞬間に籠手に飛び込みました。両手に籠手
の感触があり、私の籠手の一本勝でした。会場
も大きくどよめきました。しかし、2 回戦では高
知の谷木利勝 7 段にアットいう間に面の一本負
けで、稽古不足という現実に引き戻されました。
　2 日目は始めに最高齢参加者、中山尚夫 7 段

（85 歳、三重県）と伊藤保憲 7 段（83 歳、香川県）
の立ち合いを全員で拝見しました。共に 80 歳
代とは思えない気迫溢れる立ち合いでした。終
了時には万雷の拍手でした。皆「自分はあの年
代まで剣道を続けられるだろうか？」と呟いて
いました。
　その後、団体戦になりました。7 人戦ですが、
混成チームがほとんどで大会本部が選手の割り
振りをして計 20 チームが参加しました。私は

「神奈川、広島、熊本、鹿児島、沖縄」のチー
ムで大将に割り振られていました。
　1 回戦は韓国 B チームです。皆、元気で激し
い剣道をします。私は引き分けでチームは勝利
しました。2 回戦は「岩手、秋田、宮城、茨城」
との闘いでした。副将戦までは我がチームがリー
ドしており、引き分ければ我がチームの勝ちと
いう状況でした。相手の大将は今村幹雄 7 段（宮
城県）で前東北大学剣道部の監督で強い方で
す。相手は勝たないといけないのでドンドン攻
めてくると思いました。私も引き分け狙いです
が、下がってしまうと打たれます。「後の先」で
いくと決めていました。自分からは先に打たな

い。相手が面か籠手にきたら、その竹刀を擦り
あげて面を打つと決めていました。しかし、気
持ちは常に相手より先に打つ気持ちを維持しな
いと瞬時の技は打てません。下腹部に力をいれ
て、左足の指先にも力をいれていつでも前に出
れるようにしていました。また、上半身の力は
抜きました。相手が一歩攻めたら、一歩は下が
るが、2 歩目は絶対下がらない。「さあ、こい。」

「きたらいつでも返すぞ」と心のなかで呟きなが
ら対峙していました。お互いの竹刀が触れ合う
音のみが会場に響きました。下腹部の腹筋が痛
くなってきた頃、「やめ」の号令がかかり、引き
分けとなり我がチームの勝利に初めて貢献でき
ました。お互いに一本も打たない試合は経験が
ないので、なぜ今村先生が打ってこなかったの
か？不思議です。チームの林 優 6 段（琉大卒、
東海大学産婦人科）に「お互いに一本も打たない、
気迫と気迫がぶつかりあった試合で痺れました」
と言われましたが、本当は稽古不足で動けなかっ
たのでした。準決勝は「京都、奈良、大阪」チー
ムでした。私は倉都滋之 7 段（大阪）に面の一
本負けでしたが、チームは勝利し決勝に進みま
した。決勝戦は若手主体の地元北海道に負けま
した。永山盛隆先生は飛行機の時間の関係で決
勝戦には出場しませんでした（写真 2）。
　私は稽古量も不十分で、心不全もあり、当初
は参加するかどうか迷いましたが、参加して良
かったです。旧交を温めることができ、また新
しい出会いもありました。診療の合間の短い期
間でしたが「交剣知愛」が実行できた日々でし
た。2026 年度の大会は静岡県で笠松紀雄先生
が会長で行われる予定です。
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